
 

 

 

 

 

 

日本の伝統的な家屋は、壁面開口を積極的に利用した通風 

による防暑手法が採られてきましたが、最近では、エアコン 

などの冷房装置に頼りがちな住宅がふえてきました。エアコ 

ンに頼らざる得ない理由はいろいろありますが、通風手法を 

適用した住宅の涼しさの効果、また涼しさを得るための設計 

手法が確立していないことも一つの要因と考えられます。本 

研究では、省エネに優れた夏季の防暑手法の一つとして、通 

風に着目し、この手法を活かした住宅を簡便に設計できる技 

術資料の提示を目的としています。 

 

 

伝統的な家屋では気候条件などを勘案し、 

経験に基づいて、通風による防暑対策を行っ 

ているため、窓の性能評価や住宅の設計手法 

が確立されていない現状です。本研究では、 

開口によって侵入する雨や騒音などの障害に 

検討を加え、窓の開け方や配置の方法に係る 

シミュレーション・実測から、通風による防 

暑効果と住宅設計に係る要点を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シミュレーションや実験で得た研究成果は要約して、通風を配慮した実際の住宅設計で使いやすい技術資料を公

表する予定です。 

シミュレーションモデルの一例 

夏季の常時通風可能な開口部の基本性能評価に関する研究 
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■通風を考慮した住宅の設計情報の提案

■窓性能の評価手法の検討

■住宅の通風性評価手法の構築
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【シミュレーションスケジュール】
・家族構成は夫婦＋子供２人
・19～翌7時まで窓を開ける。
・寝室 1-ｲ の在室は、22～翌6時まで２名
・窓を閉めた状態の換気回数は0.5回/h

室温の変化などから通風による
温熱環境の改善効果を把握する
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